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地域公共交通計画と乗合パス等の補助制度の運動化

に関する解説パンフレット
令和4専3月 圏土交通省総合政策局地敷 通課

(つ 地域公共交通計画と補助制度の運動化について

国土交通省では、地域公共交通の維持に対する支援として、乗合′ヾスの運行費等に対し、r地域公共交通確保維持事業」に基

づき、交通事業者等へ支援を行つているところです。これまでの補助制度では、補助要件として地域公共交通計画(旧 :地域公共

交通網形成計画)の作成や、同計画におtす る補助系統の位置付け等を求めていませんでしたが、真に公的負担により確保・維持

が必要な系統等に対し、効果的・効率的な支援を実施するため、令和2年 11月のr地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

(以下、活性化再生法と呼びます)」 の改正と合わせる形で、

まヽした。

今後、 の活用のためには、                                 こついて、原則、

あり、

ります。特に、

しており、                  なります。

また、これまで補助事業を活用する際に国土交通省に提出していた「生活交通確保維持改善計画Jで位置付けられてきた補助

系統に関する事項のうち、上記のような地域公共交通計画の「本体」に位置付ける事項呂農については、晟瑠畷四遡臨陸歳轟撮

が ることとなりました。別紙についても、地域公共交通計画の一部として、法定協議会における協議の手続等を経る必要があ

ります。                                                  メ

※計画本体に位置付ける事項(①)及び計画の別紙として提出する事項(②)については、下図をご参照ください。     !`
※なお、本制度の鶴過錯鵬潤囲購盆渕白目的臨閣臨鍾洒匿歯議図醐賑ぬ遷追蒟盛畠島詔匿識議語であり、経過措置期間終了後に、補助対象系

統等を位置付けた地域公共交通計画がない場合には、

―

となり

=す

lた
だしヽ 乗用タクシーによる運行に対する補助についてtよ、経

過措置はありません(地域公共交通計画の作成が必須です)。

本パンフレッHよ、地方公共団体職員の皆様や交通事業者の皆様が、今後、計画と連動化した補助事業の活用を検討する上で

参考になる情報を取りまとめたものであり、補助系統等の計画への位置付け等、具体の実務に少しでもお役に立てると幸いです。

内容の整合

十別紙)を認定。

0 補助制度の概要については、以下の国土交通省WEBページ内で紹介していますので、併せてご確認ください。

URL!httpsイ角nvⅣ .船鵠t.gotp′SOgOseisakuAransporげ soseiェ灯anspOrt tk 000041,hmI

地域公共交通計画と運動した補助制度これまての補助舗1度

地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統(補動

系統)の地域の公共交通における位置付け・役割

上言Eの位置付け等を踏まえた地域公共交通確保維持事業の必要性

補助系統に係る事業及び実施主体の概要

地域公共交通計画全体の選 的な目標。効果とその評価手法※

(※令和2年活性化再生法改正により努力機務fヒ )

て提出する事項(毎年度提出)

c地域公共交通確保維持事業の内容及び実施主体に関する詳細

。補助系統の概要及び運送予定者

・ 補助系統に関する定量的な目標・効果およびその評価手法・測定方法

・ 地域公共交通確保維持事業に要する貴用の総額、負担者、負担額

・ 地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる取組(幹線系統のみ)

・ 車両の取得や質客混載の導入等に関する事項
。そめ他、詳細な事項

。地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性

・ 地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果

・ 目標を達成するために行う事業及び実施主体

地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持
する運行系統の概要及び運行予定者

。地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、

負担普及びその負担額

・ 補助を受けようとする手続に係る利用状況等の継
続的な測定手法

・ 地域公共交通確保維持事業の生産性を向上させる

耳又監且(幹線系統のみ)

・ 車両の取得や賞客混載の導入等に関する事項

。その他、詳静冊な事項

`国による評価)を実施。



t2)地域公共交通計画(本体)の記載イメージ

補助事業の認定申請については、地域公共交通計画(本体)において、補助系統の地域の公共交通における位置付け、補助事業

の必要性等について設定する必要があります。これまでの補助計画のように補助事業についてのみ記載するので1まなく、麹繊公

義藤逓融願Ω愚認識盛贔Ω腕基           る必要んやあります。    c聘 .‖

ここでは、地域公共交通計画(本体)での記載イメージを紹介します。チェックポイント● に留意して作成してみましよう。

※上記はあくまでも例示です。

団 補助系統の地域公共交通における位置付け・役害Jについて整理しましょう °

地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統(補助系統)の地域の公共交通における位置付け。役割に

ついて、表・地図を使つて分かりやすく整理しましよう。

<表での整理イメージ>

<地図での整理イメージ>

△△営業所

討顧重l_X燃の設定
補助系統を含めるよう区域が

設定されていることを確認して
くださとヽ。

ネツトワークの全体像

ぴ
:鞘

彗錢騨囀令6

2

～ 記載イメージ:『 XX市地域公共交通計画」において補助系統を位置付ける場合 ～

補助系統について、公共交通の将来像や取組の方向性の中で

1位置付けるべき事項があれば記載く幹練・支線の誅 像や、コミュニ

ティバス・デマンド交通等に係る取専量の方向性などを記載することを想定)

♭】
トヨ

①基本的な方針
`地域が目指すべき将来像とともに、その中で公共交通が
果たすべき役割を明確化した上で、取組の方向性を記載

補助系統を含めるよう区域を設定。その際、幹線とフィーダー

の位置付けや役割を明示 >ヨ

②区域
・ 住民の通勤、通学、買い物といつた日常生活に関して形 I

成される交通圏を基本として設定

地域公共交通全体の定量的な目標・数値指標 目ヽ標値を設定
(個別の補助系統に関する目標1よ別紙に記載) 朔

p是
董乱な目釈 ネlJ用 者数、1限支、行政負押額等)を設定しギ

データに基づくPDCAを強化

補助系統を明示するとともに、それぞれの事業内容や実施主

1体について記載。あわせて、車両の更新などの事業の方向性
を記盤 颯

④目標を達成するために行う事業及びその実施主体
・
業擢び展誓覆翁喜語麓籍麓後翻脇 翻

1磐砕鏑脇冒隷矯認鷲謂 轟魂為つとヽ

地域公共交通計画における法定の記載事項 補助関連の記職事項

響
i鶏

騨縫解臨

機系統

赤系統

`れ',オ

T:゛|

黄緑系統
I補約苛零つィク

ト(11)

表内の系統名Iよ図と整合させ
て記載してください。 習

i麹

鍵鰈鞠静0
chec監〕系統の記載

鶏隣  戸

靭 路線

位置付け

広城幹線

乗合バス水色系統地域内幹線

乗合パス赤系統

乗合タクシー(区域運行)

控系統

乗台パス膏系統、黄緑
系統

交通事業者と協議の上、一定以上の運行
水準を確保

交通事業者と連携した取組によリー定以
上の需要を確保

役割

市内各地域を運行し、軸となる

幹線や地域拠点に接続する。

者F市拠点から市外への広域交
通を担う。

XX駅を発着地として、市内並
びに隣接市の各拠点を連絡す
る。

支線

確保・維持策の言E載
補助系統以外も含めた地域公
共交通全体のあらましが分か
るように記載した上で、補助系
統をわかりやすく明示してくだ
さい。
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0 |1配



廻)複数市町村に跨がる場合の例外について

補助系統の一部沿線市町村において、補助系統を地域公共交通計画に位置付けていない(又 tま地域公共交通計画を未作成の)

場合であつても、選議喜出横臼呂田雷d幽劇賤幾となつている場合、当誼崩■嵐が題融騒触魅騒凸議層畠題自痴れ冨働a戯場

合、                  等、当該市町村の計画に補助系統 位々置付ける必要がない

必要があります。

補助金執行について

幹線

※補助系統を位置付けるべき地域公共交通計画の作成主体等について、悩まれる場合はお近くの地方運輸局・運輸支局にご相談ください。

● 新制度での申請に当たり準備が必要なもの

サ繋瑠              配E講咄療興塞琶
｀

計画等の作成と運用の手引き【詳細編】」も併せてご参照ください。

・協議会財務規程の制定
・協議会口座の準備
・協議会規約の見直し
`協議会の構成要景が要件を満たしていうかの確認※ 等

※活性化再生法及び地域公共交通確保維持改善事業資補助金交付要組いずれの要件も満たす必要があります

0経 過措置について

令和6年事業年度までは、経過措置により従前の生活交通確保維持改善計画による認定を受けることが可能ですが、途融呂畿

震瑾餡透譲漑触拙題理藤蹴題駆函襲誌湧逐醜襲醜題悩臨題麓靭瓢劉蠅出麟塾姦甚なる点に注意しましよう。

地域公共交通計画(旧 :網形成計画)を作成していない地方公共団体

ましよう。

Ⅲ      焉慇拿普声浴   で現
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